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ンプ，牧場での乗馬体験，バードウォッチングやサイクリング（写真 3, 写真 4）など，
多種多様な観光資源が存在している（粟島観光協会 2016）。 
 
  写真1 高速双胴船「awaline きらら」      写真2 わっぱ煮 
  （2016年8月28日 筆者撮影）      （2016年8月29日 筆者撮影） 
 
 写真3 サイクリングロードの案内図  写真4 島を一周できるサイクリングロード 


















年度 2010 2011 2012 2013 2014 
複式学級数 5,857 5,646 5,440 5,235 5,046 














順位 都道府県 学級数 順位 都道府県 学級数 
1 北海道 683 6 長崎県 179 
2 鹿児島県 531 7 新潟県 150 
3 福島県 225 8 和歌山県 139 
4 岩手県 203 9 岡山県 133 
5 山口県 186 10 青森県 124 
文部科学省（2016）より筆者作成 
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第3表 都道府県別の複式学級に通う児童数 
順位 都道府県 児童数（人） 順位 都道府県 児童数（人） 
1 北海道 4,807 6 新潟県 1,512 
2 鹿児島県 3,741 7 山口県 1,473 
3 福島県 2,102 8 青森県 1,208 
4 岩手県 1,826 9 和歌山県 1,121 
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第5表 授業での指導場面における各指導方法の特徴 





















































































的な存在であると考えられる（有馬 2002，生野，生野 2016）。 
加納らの実践と研究を発端に複式学級における授業論が体系化されていくなかで，複式






















































































































































23年度 531 529 2 72 19 
24年度 525 523 2 67 19 
25年度 510 508 2 57 20 
26年度 497 495 2 70 10 
27年度 487 485 2 68 7 
新潟県総務監理部統計課（2016, p.6）を参考に筆者作成 
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   写真5 粟島浦小中学校の外観         写真6 教室内の様子 
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  ① 内浦・釜谷 
１．粟島浦村の位置  
２．粟島の様子 
 (1) 絵地図 
 (2) 土地利用図・気候 
３．村の人びとの仕事 
 (1) 人口しらべ 
 (2) 仕事しらべ 
  ① 漁業 
  ② 観光 
  ③ 農業 
  ④ 工業 
４．わたしたちのくらしと公共しせつ 
 (1) 役場のはたらき 
  ① 役場のそしき図と村民とのつながり 
  ② 釜谷集落センターができるまで 
 (2) わたしたちのくらしとごみ 
   ・ ごみ処理場 
 (3) わたしたちのくらしと水 
   ・ 水道のしくみ 
   ・ 排水しょりのしくみ 
 (4) 粟島にあるみんなのしせつ 
 (5) その他のしせつ 
５．健康や安全を守るしくみ 
 (1) 診りょう所 
  ① 診りょう所をうけた人の数 
  ② 診りょうのようす 
 (2) 消防 
  ① 粟島でおきた火事    
  ② 火事を防ぐための工夫 
６．かわりゆく粟島 
 (1) 海上交通 
 (2) 陸上交通 
７．粟島のおまつりと文化財 
 (1) 粟島のおまつり 
 (2) 粟島の文化財 
  ① 歴史の中でのこされた大切なもの 
  ② 昔のできごとに関係あるもの 
 (3) 村のためにつくした人 
８．わたしたちの村の年表 
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